
絵本・児童文学フォーラム2012

『まぼろしの薬売り』の編集担当・榎 一憲氏と
児童文学作家・楠 章子氏の対談を行います。
『まぼろしの薬売り』完成までの裏話や

榎氏が担当した他の作品についてもお話がきけるかも。

2012年11月23日(金・祝）　

14：00〜16：00
（受付は13：30からスタート）

会場：大阪市立青少年センター　KOKOPLAZA　
美術工房101　（1階）

JR・地下鉄御堂筋線新大阪駅下車・徒歩すぐ

参 加 費：無料
参加定員：50人（申し込み先着順）　

●会場座席数が限られております。事前にお申し込みお願いします。
●定員になりしだい、申し込み受付を終了いたします。
●申し込み後、体調不良などでキャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。
●親子参加も可能ですが、マナーを守って開催中は静かにお願いします。

主催：児童文学科同窓会

『なべぶぎょう
いっけんらくちゃく』
穂高 順也・文　
亀澤 裕也・絵

『おすしですし! 』
林 木林 ・作　
田中 六大  ・絵

『まぼろしの薬売り』
楠 章子 ・作　

トミイ マサコ  ・絵

『新幹線と
車両基地』

モリナガ ヨウ ・作　

児童文学作家×児童書編集者　
ブックトーク

児童文学作家　楠　章子／あかね書房・編集　榎 一憲



《地下鉄の場合》
中改札より外に出て、JRホーム方向へ。
しばらく通路（右側）を直進後、つきあたりの階段を上がり３
階へ。さらに直進すると観光案内所・ＪＲ切符売場に着きま
す。そのまま在来線改札（東出口）も通り過ぎ直進し、つきあた
りまで進むと東口があります。
《ＪＲの場合》
新大阪駅に着いたら東出口を出て左へ進むと東口がありま
す。
〈東口からの道順・地下鉄JR共通〉
東口（右側・南側）の階段を降りて外に出て（広場がありま
す）。目の前の信号を渡って左に「コンビニエンスストア」があ
りますので、それをそのまま通り過ぎ、直進すると角に「寿司屋
」があります。そこを右へ入る。
そのまま200ｍほど直進すると、KOKO　PLAZA（10階建・
上部突出のグレー建物）に到着です。（交番東側）
※東口そばの信号の手前（広場内）にKOKO PLAZAまでの
案内地図あり

大阪市立青少年センターKOKO PLAZA（ココプラザ）
〒533-0033　大阪市東淀川区東中島1-3-13

個人情報について：お申し込み時にうかがう氏名・住所・連絡先は、申し込み受付確認連絡に利用いたします。
また、次年度の講演案内に利用いたしますが、それ以外の目的で使用することはございませんのでご安心くださいませ。

勉強会で聞いてみたいこと

●申し込み・問い合わせ先●
児童文学科同窓会　氷室（ひむろ）迄
〒564-0041　吹田市泉町4-36-6
TEL＆FAX06-6385-3257　　
kodomo@amini.jp　

11月16日までにお申し込みお願いします。
募集定員いっぱいになりましたら、申し込みを終了いたします。複数人
数お申し込みの場合は、参加申し込み用紙をコピーしてください。携帯
電話メールからお申し込みの場合は、パソコンメール受信可設定にして
ください。受付確認メールがとどきません。

●榎 一憲 
2007年３月、あかね書房に入社。読み物に『バアちゃん
と、とびっきりの三日間』（作・三輪裕子／絵・山本祐司）、
『あの夏、ぼくらは秘密基地で』『ぼくらは、ふしぎの山探
検隊』（作・三輪裕子／絵・水上みのり）、『まぼろしの薬売
り』（作・楠章子／絵・トミイマサコ）。「怪異伝説ダレカラ
キイタ？」シリーズ（作・加藤一／絵・岩清水さやか、こささ
さこ、スカイエマ）。絵本に「日本の昔話えほん」シリーズ
（文・山下明生／絵・西村敏雄、町田尚子、吉田尚令、山本
孝）、「乗り物ひみつルポ」シリーズ（作・モリナガ・ヨウ）、
「ようかいガマとの」シリーズ（作・よしながこうたく）『な
べぶぎょういっけんらくちゃく』（文・穂高順也／絵・亀澤
裕也）、『おすしですし！』（作・林木林／絵・田中六大）。写
真絵本に『北の馬と南の馬』（写真・文・前川貴行）など。

●楠　章子
1996年「ジャンプ・ジャンプ！」で第45回毎日児童小説・
中学生向き部門にて優秀賞受賞。2005年『神さまの住
む町 』 （岩崎書店）でデビュー。著書に『古道具 ほんなら
堂』 （毎日新聞社）、『はなよめさん』 『ゆずゆずきいろ』
（ポプラ社）、『ゆうたとおつきみ』（くもん出版）、『まぼろ
しの薬売り』（あかね書房）、『古道具ほんなら堂２　小さ
な命とあっちとこっち』（毎日新聞社）など。
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